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難聴を放置することは認知症
の最大のリスクである

ドクターからの手紙　

難聴が認知症に影響する？ 医師 仲山 佑果

近年、日本および世界中で、難聴と認知症の関
連が注目されており、聴力の維持や補聴器の使
用が認知症の発症予防や進行防止に寄与する
ことが期待されています。

■認知症について
　認知症は脳の神経細胞の働きが徐々に低下し、記憶力や判
断力などの認知能力が低下して、社会生活に支障をきたす状
態を指します。日本では、認知症の患者数が年々増加しており、
2023年時点で65歳以上の高齢者の約7人に1人程度が認知
症とされています。2025年には高齢者の5人に1人が認知症に
なると予測されています。同様に、シンガポールでも高齢化が急
速に進んでおり、認知症患者数の増加が予測されています。
　認知症患者は社会生活に支障をきたし、その増加は社会的
な問題を引き起こしますが、現状では認知機能障害の有効な
治療法は見つかっていません。そのため、認知症の発症予防と
進行防止が重要な課題となっています。
　2017年に発表された論文（Lancet「Dementia prevention, 
intervention, and care」）では、9つの認知症危険因子（教育不
足、高血圧、聴覚障害、喫煙、肥満、うつ病、運動不足、糖尿
病、社会的接触の少なさ）が紹介され、医学的な介入が可能

な危険因子として難聴が9％で最も影響が大きいと報告され
ました。2020年に改訂され、難聴が8％で最も影響が大きいと
報告され、危険因子に3つ追加されました（過度のアルコール
消費、外傷性脳損傷、大気汚染）。
　近年、日本および世界中で、難聴と認知症の関連が注目され
ており、聴力の維持や補聴器の使用が認知症の発症予防や進
行防止に寄与することが期待されています。

■難聴があるとなぜ認知機能低下を引き起こすのか
　難聴と認知症の関連については、いくつかの仮説が提唱され
ています。以下にそれらの仮説を簡潔にまとめます。

1.認知負荷説：
•仮説： 認知機能の低下が難聴を進行させる。
•注記： エビデンスが不足しており、関与が小さいと考えられて
いる。

2.感覚損失仮説：
•仮説： 難聴による感覚機能低下が知覚入力の減少を引き起
こし、結果的に知的な能力を使用する機会が減少し、その能力
が低下する可能性がある。

3.カスケード説：
•仮説： 難聴が脆弱な脳に認知負荷をもたらし、コミュニケー
ション障害、意欲の低下、社会的孤立、うつ、脳の萎縮の加速な
どが起き、これらが総合して認知機能の低下につながる。

4.共通因子説：
•仮説： 高齢者の難聴と認知機能低下には、共通する発症危
険因子（微小循環障害や炎症、ミトコンドリア障害など）が影響
しており、難聴と認知機能低下がそれぞれ独立して進行する。

　これらの仮説はまだ明確に解明されていない部分もあります
が、難聴と認知症の関連性を理解し、予防や治療の方針を考え
る上での重要な視点となっています。

■難聴の予防は
難聴の予防には以下の対策が考えられます。

1.原因の特定と治療:
難聴の原因は様々であり、特定の原因を明らかにするためには
医療機関での受診が必要です。治療が可能な難聴については、
専門機関で治療を受けるべきです。

主典：Lancet Commiss ion 2020 から改変(閲覧日：
２０２５年９月１日)
Livingston G, Huntley J, Sommerlad A, Ames D, Ballard 
C, Banerjee S, et al. Dementia prevention, intervention, 
a n d c a r e : 2020 r e p o r t o f t h e L a n c e t C o m m i s s i o n . 
Lance t . 2020;396(10248) :413-46. do i :10.1016/S0140-
6736(20)30367-6
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プロフィール 　
仲山佑果（Nakayama Yuka）
埼玉医科大学医学部卒業後、埼
玉医科大学総合医療センターで
初期臨床研修修了。埼玉医科大
学総合医療センター耳鼻咽喉科
入局後、助教として勤務。産休育
休を経て2022年1月より日本人
会クリニック医師として勤務。
資格：日本耳鼻咽喉科学会認
定専門医
好きなこと：ヨガ、料理、コーヒーを飲むこと

文責・画像：仲山佑果

2.補聴器装用:
難聴がある場合は、早期に補聴器の装用を検討する必要があ
ります。補聴器の使用は難聴と認知機能の低下との関係から、
認知症予防に寄与する可能性があります。日本では補聴器の
普及率が低いことが指摘されており、その理由には補聴器を初
めて装着するまでの期間が長いことや、技術者の割合が少ない
こと、補聴器に対するネガティブなイメージがあることなどが挙
げられています。また、公的補助制度も不十分とされています。
難聴を自覚したり、ご家族が聞こえていないと感じる場合は、耳
鼻咽喉科で聴力検査を受け、必要であれば補聴器の導入を検
討することが重要です。

3.騒音、ヘッドホン難聴予防:
騒音も難聴の一因となります。大音量の音楽や騒音にさらされ
ることが長期間続くと、難聴のリスクが高まります。大音量から
耳を守るためには、大音量に耳をさらさないよう心がける、イヤ
ホンの音量を適切に設定する、使用時間を制限する、ノイズキャ
ンセリング機能が付いたイヤホンを検討するなどの工夫が必要
です。特に仕事で騒音にさらされる場合は、職場と相談し、耳栓
の使用などで過剰な音量に対処することが重要です。

■まとめ
　近年、世界的にも日本でも難聴と認知症の関連が注目され
ており、聴力の維持および補聴器の利用が認知症の発症予防
や進行予防に寄与することが期待されています。難聴は認知症
の危険因子であり、難聴の予防が最も有効な認知症の予防法
の一つとして確立されています。したがって、ご家族や本人が聞
こえに関する不安や症状を感じた場合は、早期に耳鼻咽喉科
を受診して聴力を評価することが重要です。必要な場合は、早
い段階で補聴器の使用を開始することで、認知症の発症予防
や進行予防が期待されます。

　シンガポールでも同様で、当院では聴力検査や補聴器の必
要性を評価、補聴器の使用に関するご案内やご相談も可能で
す。目立ちにくい補聴器もご案内可能です。お気軽にご相談いた
だければ幸いです。

主典：Hearing Partners web https://hearingpartners.com.my/
hearing-aid-types/(閲覧日：２０２５年９月１日)

◀️補聴器

日本人会クリニック　THE JAPANESE ASSOCIATION CLINIC SINGAPORE

11月　１人につき１人無料
インフルエンザワクチンキャンペーンのお知らせ
　日本人会クリニックでは、インフルエンザワクチンのキャンペー
ンを行います。インフルエンザワクチンを接種される方1名様につ
き、１名様のインフルエンザワクチン接種が無料となります。
　是非、この機会にご利用くださいますようご案内申し上げます。

《インフルエンザ豆知識とワクチン》
　人体へ明らかな病原性を持つインフルエ
ンザウイルスにはA型、B型の2つがあります
が、そのA型、B型の中にもさらにいくつかの
種類があり、大抵はそれぞれの中の2種類、
合計4種類が同時に流行します。当院では
WHOが流行予測した4価のワクチンを提供しております。
　しかしながら、インフルエンザの発症を的確に抑えられるワ
クチンは未だ作られていません。現存のインフルエンザワクチン
は、打っても発症する方は少なからずいらっしゃいます。このワク
チンは発病阻止ではなく、重症化予防のためとお考えください。

診察内容 ：一般診療 予防接種 ※心療内科 ※カウンセリング ※言語聴覚療法 ※健康診断 レントゲン検査や臨床検査など各種医療
検査 ※は予約制です。事前にお問い合わせ下さい。
受付時間：月・火曜 および 木・金曜　9：00～12：00 /14：00～17：00   水曜　9：00～12：30　土曜　8：30～14：00　（日曜・祝日休み）

　なお2025年はWHOが流行予測した南半球型と北半球
型の4種類すべてが同じ型のため、南半球型（6月以降）のイ
ンフルエンザワクチンを接種された方は、北半球型（10月以
降）のインフルエンザワクチンの接種は不要となります。

【期間】	 11月1日(土) ～1１月29日(土) 　 
【料金】  1本　Ｓ＄45.00 (GST、診察費込み) 
【注意】	
1) ご予約制ですので、事前にお電話もしくはEメールで 
    日本人会クリニックまでご連絡下さい。　
     TEL:64670070/64696488　Email:clinic@jas.org.sg
２） ご来院の際には、FIN/NRIC(グリーンカードの番号)を  
   控えてご来院下さい。お持ちでない方はパスポート番 
   号を代わりにご提示下さい。（18歳以下のお子様が 
     受診される場合には、保護者の番号も必要となります）　
３） アレルギーのある方、ご妊娠中もしくは妊娠の可能性の 
    ある方、体調のすぐれない方は、医師との診察の際にご 
      相談下さい。　


